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て
不
可
欠
な
乗
り
物
と
な
る
。

日
本
で
最
初
の
路
面
電
車
は
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
、

京
都
市
で
京
都
電
気
鉄
道
と
い
う
私
鉄
と
し
て
開
業
し
た
。
当

初
の
開
通
区
間
は
、
京
都
駅
前
（
七
条
）
か
ら
隣
接
す
る
河
川

の
港
町
の
伏
見
ま
で
で
、
都
市
間
電
車
の
様
相
が
強
か
っ
た
が
、

同
年
中
に
京
都
の
市
街
地
に
路
線
網
を
築
い
て
い
っ
た
。
明
治

維
新
後
に
政
治
の
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
た
京
都
で
は
、

産
業
の
育
成
が
重
視
さ
れ
、
琵
琶
湖
疎
水
を
活
か
し
た
水
力
発

電
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
電
力
に
よ
っ
て
、
日
本
で
最
初
の
路

面
電
車
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
東
京
市
で
は
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
す
で
に

鉄
道
馬
車
が
開
通
し
て
い
た
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
、

そ
れ
が
東
京
電
車
鉄
道
と
い
う
路
面
電
車
に
転
換
さ
れ
た
。
品

川
〜
新
橋
〜
日
本
橋
〜
（
神
田
）
万
世
橋
〜
上
野
の
区
間
が
開

通
し
、
翌
年
に
浅
草
ま
で
延
伸
さ
れ
る
。
こ
れ
が
南
北
の
交
通

の
軸
と
な
り
、
同
年
に
東
京
市
街
鉄
道
（
新
宿
〜
日
比
谷
〜
大

手
町
〜
両
国
）
も
開
通
し
て
、
東
西
の
軸
も
形
成
さ
れ
た
。
さ

ら
に
翌
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
に
は
、
東
京
電
気
鉄
道

が
皇
居
周
辺
の
環
状
線
を
開
通
さ
せ
る
。

大
阪
市
で
も
、
東
京
市
と
同
じ
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）

年
に
路
面
電
車
が
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
初
期
は
市
街
地
か
ら

の
発
達
と
衰
退
を
、
都
市
と
の
関
係
か
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

１　
日
本
の
都
市
と
市
内
路
面
電
車
の
開
業

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
、日
本
で
最
初
の
鉄
道
が
東
京
（
新

橋
）
か
ら
横
浜
ま
で
開
通
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
蒸
気
機
関

車
の
牽
引
す
る
汽
車
で
、
都
市
と
都
市
や
離
れ
た
地
域
間
を
結

ぶ
交
通
機
関
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
都
市
の
内
側
や
そ
の
近

郊
の
移
動
手
段
と
し
て
、
明
治
時
代
に
人
力
車
や
馬
車
が
用
い

ら
れ
、
公
共
の
乗
り
物
と
し
て
鉄
道
馬
車
が
登
場
す
る
。
道
路

に
敷
設
さ
れ
た
レ
ー
ル
を
、
馬
が
車
両
を
引
い
て
走
っ
た
。
や

が
て
そ
の
動
力
が
置
き
換
わ
り
、
電
気
で
走
行
す
る
単
体
の
車

両
が
登
場
し
た
。
そ
れ
が
路
面
電
車
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ン
チ
ン

電
車
」
で
あ
る
。

路
面
電
車
は
法
令
上
は
（
電
気
）
軌
道
と
呼
ば
れ
、
広
義
で

は
レ
ー
ル
を
走
る
乗
り
物
と
し
て
鉄
道
に
含
め
ら
れ
る
が
、
狭

義
で
は
鉄
道
と
区
別
さ
れ
る
。
温
泉
や
寺
社
な
ど
の
観
光
地
へ

人
を
運
ぶ
乗
り
物
と
し
て
創
業
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
正
時

代
に
集
中
し
て
全
国
で
誕
生
し
た
の
は
、
都
市
の
交
通
機
関
と

し
て
の
路
面
電
車
だ
っ
た
。
主
に
公
営
（
市
営
）
で
運
行
さ
れ
、

「
路
面
電
車
（
チ
ン
チ
ン
電
車
）＝
市
電
」
は
、
市
民
の
足
と
し

沢
、
広
島
、
熊
本
、
鹿
児
島
な
ど
が
そ
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

注
目
す
べ
き
な
の
は
、（
京
都
、
金
沢
は
除
き
）
そ
れ
ら
の
都

市
に
共
通
し
て
、（
狭
義
の
鉄
道
で
は
な
く
）
路
面
電
車
が
市

内
交
通
の
主
力
と
し
て
健
在
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

筆
者
に
は
か
つ
て
、
路
面
電
車
の
存
在
が
市
民
の
意
識
に
及

ぼ
す
、
影
響
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
筆
者
は

横
浜
市
の
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
に
学
芸
員
と
し
て
二
十
年
間

勤
務
し
、
十
本
ほ
ど
の
企
画
展
を
担
当
し
た
。
そ
の
う
ち
自
身

も
驚
く
ほ
ど
市
民
の
関
心
を
集
め
た
の
は
、「
横
浜
に
チ
ン
チ

ン
電
車
が
走
っ
た
時
代
」（
二
〇
一
二
年
）
と
題
す
る
企
画
展
だ

っ
た
。
交
通
、
乗
り
物
な
ど
の
テ
ー
マ
へ
の
、
専
門
的
あ
る
い

は
趣
味
的
な
関
心
の
高
さ
は
予
想
し
て
い
た
が
、
一
般
の
市
民

の
方
々
か
ら
も
横
浜
市
電
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
熱
く
聞
か
さ

れ
、
廃
止
か
ら
四
十
年
（
当
時
）
が
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
存
在
の
大
き
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。
昔
の
な
つ
か
し

い
街
の
風
景
を
思
い
出
す
手
段
と
し
て
市
電
が
あ
り
、
路
面
電

車
は
都
市
の
景
観
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
ん
な
考
察
や
体
験
か
ら
、
都
市
の
地
理
や
歴
史
に
つ
い
て

考
え
る
場
合
、
鉄
道
の
駅
だ
け
で
な
く
、
路
面
電
車
と
い
う
乗

り
物
が
看
過
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

具
体
的
な
事
例
に
横
浜
市
電
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
路
面
電
車

は
じ
め
に

日
本
の
都
市
は
、
鉄
道
（
汽
車
・
電
車
）
の
影
響
を
非
常
に

大
き
く
受
け
て
発
展
し
て
き
た
。
特
に
昭
和
時
代
の
高
度
成
長

期
以
降
、
都
市
に
お
い
て
最
も
に
ぎ
や
か
な
場
所
は
、
そ
の
都

市
の
最
も
主
要
な
駅
の
周
辺
に
あ
る
の
が
一
般
的
だ
。
と
り
わ

け
、
Ｊ
Ｒ
（
国
鉄
）
や
私
鉄
の
電
車
の
集
ま
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

駅
前
に
繁
華
街
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
で
も
、
歴
史
的
な
中
心
部
に
あ
る
商
店
街
が
、
近
年
で

も
駅
周
辺
と
同
じ
く
ら
い
に
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
都
市
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
京
都
や
金

日
本
の
都
市
と
路
面
電
車

岡
田
　
直

そ
の
発
達
と
衰
退
、
可
能
性


